
平 成 28 年 1 月 31 日 開 催  

 「 吹 田 操 車 場 遺 跡 ・ 明 和 池 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 会 」 パ ネ ル 展 示  

 

速 報 ！四 面 廂 建 物 の時 期  

JR 岸 辺 駅 北 側 駅 前 広 場 隣 接 地 の調 査 でみつかった建 物 の時 期 について 

 

当 センターでは昨 年 ８月 １日 から、岸 辺 駅 北 側 駅 前 広 場 の隣 接 地 にて、

吹 田 操 車 場 遺 跡 の発 掘 調 査 を行 っております。調 査 では奈 良 時 代 と平 安

時 代 の建 物 群 がみつかり、それらを皆 様 に公 開 すべく昨 年 12 月 ５日 に現

地 説 明 会 を行 いました（パネル１）。当 日 とくに注 目 されたのは、平 安 時 代 の

四 面 廂
し め ん び さ し

建 物
た て も の

と そ の 北 側 に 並 ぶ 総 柱
そ う ば し ら

建 物
た て も の

で し た 。 こ の 建 物 に つ い て 、 現 地

説 明 会 後 の調 査 で新 しい発 見 があったため、この場 を借 りてご紹 介 いたしま

す。 

平 安 時 代 の 四 面 廂 建 物 と そ の 北 側 に 並 ぶ 総 柱 建 物 に つ い て は 、 現 地

説 明 会 時 に 10 世 紀 代 の建 物 と紹 介 しておりました。その後 、総 柱 建 物 に

近 接 した土 坑 （パネル２）を調 査 したところ、そこから須 恵 器 坏 ２点 、土 師 器

皿 １点 、土 師 器 甕 ２点 、土 師 器 甑
こしき

１点 が折 り重 なるように出 土 しました（パネ

ル３）。これらの土 器 を検 討 した結 果 、いずれも８世 紀 末 から９世 紀 初 頭 のも

のであることがわかりました。 

こ の 土 坑 は 総 柱 建 物 の 南 側 柱
がわばしら

を 西 に 延 長 した 場 所 に 位 置 し てお り 、 建

物 を意 識 して掘 られたものと考 えられます。また土 坑 に埋 まっていた土 は、建

物 柱 穴 に 埋 まっ ていた土 と 極 めて類 似 してい たことから 、柱 穴 と 同 じ時 期 、

すなわち建 物 の建 設 時 に掘 られた可 能 性 が高 いといえます。 

さらに、建 物 周 辺 からみつかった緑 釉
り ょ く ゆ う
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陶 器
と う き

、輸 入 白 磁
は く じ

の時 期 を再

検 討 したところ、いずれも９世 紀 初 頭 から 10 世 紀 初 頭 のものであることもわか

りました。これらの高 級 食 器 が使 われた建 物 は、四 面 廂 建 物 と総 柱 建 物 以

外 には考 えにくく、土 器 の時 期 は建 物 が存 続 していた時 期 を表 しているとい

えます。 

上 記 の こ と か ら 、 四 面 廂 建 物 と 総 柱 建 物 は８ 世 紀 末 か ら ９ 世 紀 初 頭

の 間 に 建 て ら れ 、 10 世 紀 初 頭 ま で 存 続 し て い た といえます。 

このように、四 面 廂 建 物 と総 柱 建 物 の創 建 時 期 は、現 地 説 明 会 当 時 の

発 表 よりも 100 年 以 上 遡 ることがわかりました。 












